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　ブースには、「びわ湖の
ために、今できること」をテー
マに、来場者に環境宣言を
ご記入いただく「びわ湖へ
の誓い」ボードを設置。期
間中、４８０のメッセージが集
まり、環境保全への思いを
共有しました。 

注目 ココ
に 

　しが炭素基金への参加企業が利用できる
「参加証マーク」は、ニゴロブナをモチーフとし、
「ＣＯ2を減らして、新しい産業の芽を育てて
いこう」という思いが込められています。 

注目 ココ
に 

「グリーン購入フォーラムin滋賀」に 
大道頭取がパネリストとして登壇 

TOPICS

「環境金融シンポジウム」にパネリストとして登壇 

　平成２１年３月、「環境金融シンポジウム（主催：全国銀行協会）」
が開催され、当行西堀ＣＳＲ室長がパネリストとして登壇しました。 
　同シンポジウムでは、「地球環境問題で銀行に期待される役割は
何か」をテーマに、社会的・公共的使命を担う銀行にとって、金融仲
介機能を活かした環境配慮行動をとるための具体的行動について
活発な討論が展開されました。 

TOPICS

サタデー起業塾10周年～「産学官・金」連携によりエコビジネスにチャレンジ～ 

「しが炭素基金」に参加 
～滋賀エコ・エコノミープロジェクト～ 

環境力と金融力の融合 
エコビジネスマッチングフェアを開催 

　平成２０年１２月、上海に拠点を持つ日本の地方銀行１３行が、製
造業を中心とするお取引先企業の中国でのビジネスチャンス拡
大を願って「上海ビジネス商談会２００８」を上海市で開催しました。 
　会場内では、中国での原材料調達、委託加工先の拡大、販売
拡大のニーズを持つお取引先企業が出展し、出展企業同士、あ
るいは中国ローカル企業などとの商談が約３，３００件繰り広げら
れました。 
　当行もブースを特設し、パネルで環境経営の取り組みをPR。
中国でも「環境友好型社会建設」が進められており、参加者の注
目を集めました。 

　低炭素社会の実現をめざし、滋賀県と経済界でつ
くる「滋賀エコ・エコノミープロジェクト（戦略本部長：
高田紘一）」が、企業からの拠出金によりCO2排出
量の削減事業に活用する「しが炭素基金」を設立（平
成２１年４月）。 
　この基金は、県内CO2排出量削減の取り組みを
促進するとともに、低炭素社会に向けた技術開発、
啓発事業などに活用。当行も趣旨に賛同し、「しが
炭素基金」に参加しています。 

上海ビジネス商談会で「環境のしがぎん」をＰＲ 

　平成２０年１１月５日～７日の３日間、「びわ湖環境ビジネスメッ
セ２００８」が、長浜ドームで開催され、「環境ビジネス支援」をテー
マにブースを出展しました。 
　ご来場いただいた方には、「お金の流れで地球環境を守る」
という金融機関ならではの環境保全活動についてご説明し、「銀
行業界の環境トップランナーとして、これからもさまざまな活
動を期待しています」などのお言葉をいただきました。 

環境ビジネスを支援 
～びわ湖環境ビジネスメッセ2008～ 

どのような環境コミュニケーションを 
展開していますか？ 

Q.

　エコビジネスに積極的に取り組
まれているお取引先の皆さまに「新
たなビジネスチャンスを提供したい」、
来場者の皆さまに「エコビジネスを
身近なものと実感してほしい」との
思いで、フェアを企画しました。本
支店一丸となった出展募集、来
場誘致により、数多くの商談が繰
り広げられたことに満足しています。
引き続き商談の成約や新たな課
題解決のお手伝いをしていきます。 

営業統轄部　水口 栄寿 

エコビジネスマッチングフェア 
企画担当者の声 

しがぎん 
VOICE

　びわ湖環境ビジネスメッ
セと同時に開催されたセ
ミナー「グリーン購入フォー
ラムin滋賀」に、大道頭
取がパネリストとして登壇
しました。 
　大道頭取は、当行の「環
境経営」の取り組みや、「滋賀エコ・エコノミープロジェクト」
について紹介するとともに、「景気後退時で経済危機の対
応に追われるがあまり、地球温暖化への対応を忘れてはな
らない。」と、強く地球温暖化防止への思いを語りました。 

　当行は、ニュービジネス（野の花）の育
成が地域金融機関の使命と考え、平成１２
年度より「サタデー起業塾」を毎年開講。
今年度も、「環境ビジネス」に特化した「エ
コビジネスフォーラム」として、「産学官・
金の融合による環境ビジネスの進展」をテー
マに、平成２２年２月までに５回開催します。 
　また、滋賀大学、滋賀県立大学のご協力
を得て、第３、４回は各大学のキャンパスで
開催し、最新の環境分野における大学シー
ズを提供。「産学官・金」の連携で、大学のシー
ズと企業のニーズをマッチングし、ニュー
ビジネスの育成をめざします。 
　おかげさまで「サタデー起業塾」は１０周
年を迎え、延べ１,２４７名の卒業生が起業や
第二創業に活躍されています。 

大津市　 
ドラゴンボート体験学習 

米原市　 
雲海　伊吹山頂 

　平成２１年６月、昨年に引き続き、
「エコビジネスマッチングフェア」
を開催しました。 
　このフェアは、当行のネットワーク
を活用し、環境ビジネスに積極的に
取り組まれる企業同士を結びつけ、
今後の新たな事業展開をお手伝いす
ることを目的として企画しているも
ので、今年は出展ブースを１２０社・団体、
出展分野も「アグリ・フードビジネス」
を加え、規模を拡大して開催。当日は
約２，６００名の皆さまにご来場いただき、
最新の環境ビジネス情報の交換や、
事業展開のヒントを得ていただくと
ともに、８００件を超える商談が積極的
に行われるなど、各ブースは終日賑
わいました。 
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